
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

幸手桜高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 総合学科 
R4.5.1 
生徒数 

(男) １７１ 

(女) ２８１ 
計４５２ 

アクセス 東武日光線幸手駅東口から徒歩１５分 

＜目指す学校像＞ 
夢を語り、感謝を学び、使命感をもって巣立つ学校 

＜教育課程等＞※１ 
 学校教育全般に通じ人間形成に努め、社会構造の変化の柔軟に対応できる有為な人材を育成する。 
１ 共通履修による確かな基礎学力の定着から、生徒の興味・関心に基づく系列別の学習により、商業に関
する知識・技能を関連付けながら習得できる。 

２ 教育活動全体（カリキュラム）を通じて 本校が育てたい力として分類する思考力・表現力・判断力の
資質・能力をバランスよく身に付けることができる。 

３ 主体的・対話的で深い学びを通じて、主体性・多様性・協働性等の人間力を体得できる。 

＜本校が求める生徒＞※２ 
 「夢を語り、感謝を学び、使命感をもって巣立つ学校」という本校の目指す学校像（スクール・ミッシ

ョン）及び「学校教育全般に通じ人間形成に努め、社会構造の変化の柔軟に対応できる有為な人材を育成

する。」という育成したい資質・能力に鑑み、本校は、礼儀・作法をわきまえ、社会奉仕の精神を持ち、

他者を思いやる豊かな心を育み、主体的に何事にも挑戦し、自身の進路実現に向けて基礎的な知識・技能

の定着による課題解決能力を習得し、将来、本校で学んだ成果を所属する組織や社会において実践しよ

うとする態度と組織や社会の発展に貢献する意欲を持った生徒を求める。 

＜学校行事＞ 
・R5 は関西地方への修学旅行を計画中。 

・体育祭（６月）、文化祭（１０月）など多彩な催しによる学校行事が充実 

・地域と連携した学校独自の体験活動や学習成果発表 

・「チョボラ」（ちょこっとボランティア） 

 毎回多数の生徒が参加 学校を挙げて地域貢献 

＜部活動＞ 

・ワープロ部全国競技大会 ３位入賞（令和 2年度） 

・埼玉県英語スピーチコンテスト 3 位入賞（令和 2年度） 

・演劇部 幸手市「しあわせ応援大使」を委嘱。地域イベントで活躍中。 

・女子バレーボール部、陸上競技部などが県大会へ出場 

・書道部「第 42 回全国総合文化祭」に出場。 

・美術部「県展」出展 

＜家庭・地域との連携＞ 
・幸手市や商工会・大学との包括的連携協定 

・地元企業でのインターンシップ（２年次生全員・５日間） 

・演劇部が「ちんどんパフォーマンス」で地域イベントに協力 

・女子バレーボール部、陸上競技部が地元小中学校との交流事業を展開 

・創立１０周年に向けて記念事業を実施（幸手市や地域と交流） 

進

路 

R4.3 
卒業生 四大 １２人 短大 ４人 専門 ５２人 就職 ９６人 

傾向 

・商業系以外の多岐にわたる大学進学希望者が増加 

・過去の実績を反映し、質・量ともに豊富な求人数 

・大学、短大、専門学校の指定校推薦枠や指定求人も多数あり 

・幸手桜高校は、充実した学校生活･丁寧な進路ガイダンスであなたの夢を実現します。 

 



•企業の財務や経営状態を知るための要である簿記や会計を学び、

様々な資格取得を通して、進路活動に生かします。
ビジネス会計系列

◇少人数・習熟度別学習による確かな学力と、充実したキャリアガイダンスにより、進学にも就職にも強い総合学科です。
◇入学時に商業系、文理系のいずれかを選択します。これにより、早い時期から進路を見定めた専門的な学習を進めること
ができます。
◇地域から愛される学校として創立10周年を迎えます。

県立幸手桜高等学校 ～育成方針～

１年次生

２年次生

３年次生

本校の
特 色

◇勉強や部活動に意欲的
に取り組む生徒

◇学校のルールをしっか
り守れる生徒

◇しっかりとした将来像
を持っている生徒

□１年次から、商業系と文理系に分かれる
効率よい学習プログラムで学びます。

□自分の将来を見通して､｢産業社会と人間｣
で自己の進路ついてじっくり考えます。

□進学希望の人には、進学補講を実施して
受験をサポートします。

□就職希望の人には、外部講師による面接
指導を徹底して行います。

□最上級生として、後輩の模範となるよう
に学校生活を締めくくります。

行 事

部 活 動

地域連携

□２年次では､系列ごとに､より高度で専門
的な内容を学習します。

□中堅年次として、学校行事や部活動に積
極的に取り組みます。

取得可能な主な資格

□桜香祭は､ＰＲ合戦に始まり､ステージ
発表や模擬店で大いににぎわいます。

□ワープロ部や書道部が全国大会
に出場､活躍しています。

□Ｒ３ 幸手市と包括連携協定締結
□地元企業等との、インターンシッ
プを２年次生が５日間行います。

本校の教職員

□本校の教職員は、熱心・親身
な指導がモットーです。頑張
る生徒をしっかりサポートし
ます。

本校の３年後の目標

◎育てたい生徒像
◇元気な生徒
・あきらめない粘り強い人材
・自ら行動できる人材
◇優しい生徒
・他人を思いやる人材
・協調性のある人材
◇誠実な生徒
・約束を守る人材
・まじめで責任感の強い人材

◎進路希望の実現
◇大学等の上級学校への進学
を目指します。

◇就職内定率１００％を目指
します。

•コンピュータの仕組みやソフトウェアについて理解し、実務で必要とされるソ

フトウェアの活用方法について学び、専門性を生かした進路を実現します。
情報マネジメン

ト系列

•普通科目を中心に学習し、系列の学びを生かして大学・短大、専門学校

などへの進学を目指します。
文理系列

東洋大学、跡見学園女子大学、
中央学院大学、日本工業大学、
聖学院大学などへの進学

武蔵野銀行、栃木銀行、凸
版印刷、川口信用金庫日本
郵便、東武ストア、山崎製パ
ン、越谷市農業協同組合な
どの企業へ就職

◆｢感謝を学ぶ学校｣として､地域との連携に
よる体験学習を通じ､人の役に立つ尊さを
学びます｡

◆｢夢を語る学校｣として､卒業後の進路を明確
にし､学ぶ意義を理解させます。

◆｢使命感を持って巣立つ学校｣として､社会
に貢献できる有為な人材を育成します｡

・簿記検定 ・情報処理検定
・ビジネス文書検定
・電卓検定 ・ＩＴパスポート

□体育祭は､応援合戦や
綱引き､大縄跳びに歓
声があがります。

□１４の運動部･１７の文化部が､
目標に向かって仲間と熱心に活
動しています。

□演劇部やボランティ
ア等が､地域のイベン
トに協力しています
。

求める生徒

キャリア教育
□ガイダンスや体験活動を通じ
て将来社会人として必要な能
力と態度を郁恵精します。
□キャリアノートによる自己管
理や将来設計を全員が取り組
みます。
□商工会・大学との連携事業
□幸手桜未来創造プロジェクト


